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	精巣特異的キナーゼ1（TESK1）ホモサピエンス この遺伝子産物は、N末端にプロテインキナーゼドメイン、C末端にプロリンリッチドメインを有するセリン／スレオニンプロテインキナーゼです。このプロテインキナーゼドメインは、LIMモチーフ含有プロテインキナーゼ（LIMK）のキナーゼドメインに最も近縁です。コードされているタンパク質は、in vitroにおいてミエリン塩基性タンパク質およびヒストンをリン酸化することができます。マウス遺伝子の精巣生殖細胞特異的な発現と発現パターンは、この遺伝子が精子形成の減数分裂期およびそれ以降に重要な役割を果たすことを示唆しています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2015年12月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,補因子：マンガン。,ドメイン：触媒外C末端領域はプロリン残基に非常に富んでいる。,酵素調節：Ser-220の自己リン酸化によって活性化される。,機能：セリン/スレオニン残基とチロシン残基の両方における自己リン酸化と外因性基質のリン酸化を触媒する二重特異性タンパク質キナーゼ活性。精子形成の減数分裂期およびそれ以降に中心的な役割を果たすと考えられる。,PTM：セリンおよびチロシン残基が自己リン酸化される。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。TKL Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット：SPRY4と相互作用する。,
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	TESK1抗体を用いたラット心臓、ラット腎臓、ラット肝細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

